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●

庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
設

に
つ
い
て

尾
前
武
志　

議
員

雨
天
時
、
体
の
不
自
由

な
方
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

は
何
台
ぐ
ら
い
確
保
で

き
る
の
か
。

田
代
総
務
課
長

公
用
車
駐
車
場
の
職
員

通
用
階
段
前
に
、
2
・

3
台
確
保
で
き
る
。
ま

た
、
玄
関
横
の
身
障
者

専
用
駐
車
場
に
屋
根
を

か
け
、
ス
ロ
ー
プ
を

使
っ
て
玄
関
か
ら
の
利

用
も
で
き
る
。

米
良
哲　

議
員

繰
越
で
行
わ
れ
て
い
る

が
進
捗
状
況
は
。

田
代
総
務
課
長

今
年
３
月
に
契
約
を
行

い
発
注
し
て
い
る
が
、

建
設
指
示
等
が
コ
ロ

ナ
禍
、
豪
雨
災
害
な
ど

で
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
。
９
月
に
許
可
が
下

り
る
予
定
で
、
そ
の
後

速
や
か
に
工
事
に
取
り

掛
か
り
、
今
年
度
の
竣

工
で
進
め
て
い
る
。

●

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
の
選

定
に
つ
い
て

富
山
憲
治　

議
員

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
が

す
べ
て
Ｒ
Ｋ
Ｋ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に

委
託
し
て
あ
る
が
、
も

う
少
し
安
く
交
渉
で
き

な
い
か
。
又
、
他
社
へ

の
変
更
は
考
え
て
い
る

か
。

田
代
総
務
課
長

シ
ス
テ
ム
改
修
の
費
用

は
各
担
当
に
お
い
て
精

査
し
て
い
る
。
今
の
シ

ス
テ
ム
以
上
に
利
用
し

や
す
い
も
の
が
あ
れ
ば

良
い
が
、
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。

●

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課

方
式
に
つ
い
て

富
山
憲
治　

議
員

国
保
税
の
賦
課
方
式

は
。

米
来
主
事

賦
課
方
式
に
つ
い
て
は

４
方
式
で
行
っ
て
い

る
。
所
得
割
、資
産
割
、

均
等
割
、
平
等
割
の
合

計
額
が
年
税
額
に
な

る
。

資
産
割
を
除
く
べ
き
と

思
う
が
。

中
嶽
村
長

県
内
で
８
町
村
が
４
方

式
。
現
在
国
保
運
営
協

議
会
に
諮
問
し
て
お

り
、
資
産
割
は
な
く
す

方
向
で
考
え
て
い
る
。

　

令
和
２
年
第
3
回
定
例
会
が
９
月
９
日
か
ら
14
日
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
２
件
、
令
和
２

年
度
各
会
計
補
正
予
算
７
件
、
令
和
元
年
度
各
会
計
決
算
９

件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
た
。

定 例 会
月９

総
務
課
関
係

保
健
福
祉
課
関
係

疑　  点を
　　　    いただすー主な質疑ー

決
算
審
議
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●

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
に
つ
い
て

荒
嶽
晋　

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
ポ
イ
ン
ト
制
が

で
き
た
が
、
加
入
率

は
増
加
し
た
か
。

幸
野
税
務
住
民
課
長

昨
年
度
に
交
付
し
た

枚
数
は
61
枚
、
累
計

で
３
１
０
枚
と
な
っ

て
い
る
。
本
年
度
は

８
月
ま
で
に
39
人
が

申
請
さ
れ
て
お
り
、

増
え
て
い
る
と
い
う

実
感
は
あ
る
。
役
場

で
写
真
も
撮
影
す
る

な
ど
、
窓
口
で
で
き

る
限
り
の
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

●

村
税
等
の
口
座
振
替
に

つ
い
て米

良
哲　

議
員

口
座
振
替
加
入
率
は

ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

幸
野
税
務
住
民
課
長

加
入
率
は
55
・
86
％

で
、
昨
年
よ
り
３
％

弱
ア
ッ
プ
し
た
。
今

年
度
は
口
座
振
替

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
、
新
た
な
口
座
振

替
加
入
者
に
村
の

ご
み
袋
を
贈
っ
て
い

る
。
今
後
も
一
層
の

加
入
促
進
を
図
り
た

い
。

●

家
畜
導
入
補
助
金
に
つ

い
て

荒
嶽
晋　

議
員

畜
協
有
と
農
協
有
の

家
畜
導
入
補
助
金
２

万
５
，
０
０
０
円
の

差
額
の
理
由
は
。

田
代
主
幹

農
協
有
は
利
息
が
発

生
す
る
の
で
高
く
設

定
さ
れ
て
い
る
。

●
新
商
品
開
発
の
進
捗
に

つ
い
て荒

嶽
晋　

議
員

新
商
品
開
発
委
託
料

３
９
０
万
円
と
あ
る

が
、
開
発
ま
た
実
現

化
し
た
商
品
は
。

江
崎
参
事

阿
部
牧
場
の
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
サ
ー
バ
ー

の
購
入
費
で
30
万

円
、
阿
蘇
ミ
ル
ク
を

使
用
し
た
パ
フ
ェ
を

開
発
し
販
売
し
て
い

る
。

尾
前
武
志　

議
員

新
商
品
開
発
事
業

で
、
パ
テ
ィ
シ
エ
経

験
者
が
退
職
後
本
村

に
在
住
さ
れ
て
い
る

の
で
、
商
品
開
発
等

の
話
を
聞
い
て
は
ど

う
か
。

江
崎
参
事

昨
年
協
力
い
た
だ
け

な
い
か
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
す
ぐ
に
は
動

き
が
と
れ
な
い
が
、

自
分
の
動
け
る
範
囲

で
と
い
う
話
も
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、

再
度
伺
う
予
定
。

●

新
規
作
物
の
普
及
に
つ

い
て杉

野
久
志　

議
員

新
規
作
物
導
入
補
助

金
で
ア
ー
モ
ン
ド
の

苗
木
代
と
あ
る
が
実

績
と
今
後
は
。

江
崎
参
事

平
成
30
年
度
の
実
績

は
、
ア
ー
モ
ン
ド

10
本
で
８
，
０
０
０

円
、
オ
リ
ー
ブ
26
本

で
４
４
，
０
０
０
円
。

ア
ー
モ
ン
ド
の
実
は

つ
い
て
は
い
る
が
、

出
荷
レ
ベ
ル
で
は
な

く
、
環
境
に
合
う
の

か
生
産
者
と
検
討
し

て
い
る
。

税
務
住
民
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係
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●
桜
の
改
植
に
つ
い
て

尾
前
武
志　

議
員

市
房
ダ
ム
の
桜
の
木

は
、
テ
ン
グ
ス
病
も

入
り
植
栽
さ
れ
て
60

年
近
く
な
る
と
思
う

が
、
改
植
す
る
計
画

は
。

田
代
主
幹

樹
木
医
に
み
て
も
ら

い
、
強
い
剪
定
を
し

な
が
ら
毎
年
新
植
を

し
て
い
く
計
画
に
し

て
い
る
。
集
団
的
に

枯
れ
る
と
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

●

祓は
ら
い
ご
う川

橋
の
災
害
復
旧

に
つ
い
て

山
崎
隆
浩　

議
員

祓
川
橋
は
現
在
ど
の

よ
う
な
復
旧
計
画
に

な
っ
て
い
る
か
。

西
野
参
事

災
害
査
定
に
向
け
て

コ
ン
サ
ル
に
業
務
を

発
注
し
て
い
る
段
階
。

本
村
に
と
っ
て
は
観

光
も
含
め
重
要
な
の

が
市
房
山
で
、
こ
の

橋
が
な
け
れ
ば
何
も

始
ま
ら
な
い
。
観
光

関
連
産
業
の
方
々
は

非
常
に
心
配
し
て
い

る
と
思
う
。
大
変
な

災
害
が
あ
っ
た
中
で

ど
れ
を
優
先
す
る
か

難
し
い
と
思
う
が
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

甲
斐
建
設
課
長

上
米
良
大
平
線
の
祓

川
橋
が
流
出
し
、
先

線
に
県
発
注
の
治
山

工
事
が
あ
る
。
そ
の

治
山
工
事
で
応
急
的

な
仮
橋
が
架
か
る

が
、
工
事
が
終
わ
っ

た
後
は
そ
の
ま
ま
村

で
橋
を
架
け
る
ま
で

引
き
継
ぎ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

●

定
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て

米
良
哲　

議
員

宮
田
地
区
、
馬
場
地

区
に
整
備
し
た
分
譲

宅
地
が
売
れ
残
っ
て

い
る
が
、
今
後
も
応

募
が
な
い
場
合
は
ど

う
さ
れ
る
考
え
か
。

中
嶽
村
長

要
綱
で
は
３
年
間
を

売
り
出
し
の
目
安
と

し
て
い
る
。
宮
田
地

区
の
分
譲
地
は
県
道

か
ら
見
え
に
く
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
の

ぼ
り
旗
を
立
て
て
誘

導
を
図
っ
て
い
る
。

馬
場
地
区
の
分
譲
地

は
段
差
解
消
等
の
再

整
備
を
し
た
う
え
で

売
り
出
し
た
い
。
ま

た
、
３
年
経
過
後
は

公
営
住
宅
及
び
一
般

住
宅
な
ど
の
必
要
性

も
検
討
す
る
。

●

修
学
旅
行
に
つ
い
て

杉
野
久
志　

議
員

あ
る
学
校
で
修
学
旅

行
費
を
紛
失
し
、
校

長
が
立
て
替
え
て
修

学
旅
行
に
行
っ
た
と

い
う
報
道
が
あ
っ
た

が
、
管
理
は
徹
底
さ

れ
て
い
る
か
。

堤
田
教
育
課
長

学
校
側
が
集
め
て
管

理
し
て
い
る
。
ま
た
、

県
か
ら
も
指
導
が
行

わ
れ
て
お
り
、
本
村

で
も
昨
年
、
一
昨
年

に
も
学
校
に
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

那
須
良
策　

議
員

本
年
度
、
中
学
校
の

修
学
旅
行
は
実
施
す

る
の
か
。

教
育
課
関
係

建
設
課
関
係
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西
野
教
育
長

保
護
者
等
と
の
協
議

は
な
さ
れ
て
お
り
、

群
馬
県
み
な
か
み
町

と
の
交
流
は
こ
の
機

会
し
か
な
い
の
で
、

何
と
か
や
っ
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
出
て

い
る
。
問
題
は
東
京

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
が
多
い

た
め
、
東
京
を
外
し

て
行
程
を
組
め
る
か

も
含
め
て
今
検
討
し

て
い
る
。

●

中
学
生
の
学
力
に
つ
い

て
那
須
良
策　

議
員

現
在
の
中
学
３
年
生

の
学
力
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

西
野
教
育
長

令
和
元
年
度
の
熊
本

県
の
学
力
調
査
の
結

果
は
管
内
で
は
ト
ッ

プ
だ
っ
た
。
公
営

塾
も
始
ま
り
、
そ
う

い
っ
た
学
習
の
機
会

も
準
備
し
て
、
引
き

続
き
学
力
の
向
上
に

努
め
た
い
。

中
学
生
の
英
検
３
級

取
得
者
は
国
の
目
標

が
50
％
だ
が
、本
村
で

は
ど
う
い
う
状
況
か
。

堤
田
教
育
課
長

受
験
者
数
は
１
回
目

が
３
名
、
２
回
目
が

８
名
、
３
回
目
が
５

名
で
、
そ
の
う
ち
９

名
が
合
格
し
て
い

る
。

お
そ
ら
く
国
の
目
標

に
は
達
し
て
い
な
い

と
思
う
の
で
、
も
う

少
し
力
を
入
れ
て
い

条例、意見書などの審議結果（補正予算と決算認定を除く）
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 水上村新型コロナウイルス感染症対
策基金条例の制定

地域経済回復に向けた事業に充てるた
め、国からの臨時交付金を積み立て

可　決
（全員賛成）

議案第２号 水上村ふるさと寄附条例の一部を改
正する条例の制定

寄附金を財源として実施する事業に
「スポーツ振興に関する事業」を追加

可　決
（全員賛成）

議案第３号
議案第４号

車両損傷事故に係る損害賠償の額を
定めること 車両損傷事故に係る損害賠償額の決定 可　決

（全員賛成）

議案第５号 工事請負契約の締結について 湯山小学校校舎改修工事に係る請負契
約を締結

可　決
（全員賛成）

陳情第１号
新型コロナウイルス感染症の影響に
伴う地方財政の急激な悪化に対し地
方税財源の確保を求める意見書

左の内容に対し、各省庁の大臣等、国
の関係機関に議会から意見書を提出

採　択
（全員賛成）

た
だ
き
た
い
。
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令和元年度　水上村会計別決算総括表
（単位：円）

会　計　別 区　　分 予　算　現　額 決　　算　　額 予算現額に対する決算額比較
増減額（繰越明許費を含む）

予算現額に対する
決算額の比較 （％）

一 般 会 計

歳　　　入 3,878,144,000 3,747,191,572 △ 130,952,428 96.62%

歳　　　出 3,878,144,000 3,384,812,133 △ 493,331,867 87.28%

歳入歳出差引残額 362,379,439

国民健康保険特別
会 計（ 事 業 勘 定 ）

歳　　　入 308,059,000 329,208,754 21,149,754 106.87%

歳　　　出 308,059,000 286,340,539 △ 21,718,461 92.95%

歳入歳出差引残額 42,868,215

国民健康保険特別
会 計（ 直 診 勘 定 ）

歳　　　入 10,700,000 11,037,051 337,051 103.15%

歳　　　出 10,700,000 10,531,040 △ 168,960 98.42%

歳入歳出差引残額 506,011

介護保険特別会計

歳　　　入 377,664,000 377,290,523 △ 373,477 99.90%

歳　　　出 377,664,000 348,171,216 △ 29,492,784 92.19%

歳入歳出差引残額 29,119,307

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

歳　　　入 31,410,000 31,622,680 212,680 100.68%

歳　　　出 31,410,000 30,600,165 △ 809,835 97.42%

歳入歳出差引残額 1,022,515

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計

歳　　　入 41,211,000 41,594,508 383,508 100.93%

歳　　　出 41,211,000 35,021,925 △ 6,189,075 84.98%

歳入歳出差引残額 6,572,583

農業集落排水事業
特 別 会 計

歳　　　入 64,425,000 64,569,475 144,475 100.22%

歳　　　出 64,425,000 61,720,558 △ 2,704,442 95.80%

歳入歳出差引残額 2,848,917

林業集落排水事業
特 別 会 計

歳　　　入 7,503,000 7,634,350 131,350 101.75%

歳　　　出 7,503,000 5,877,365 △ 1,625,635 78.33%

歳入歳出差引残額 1,756,985

下 水 道 事 業
特 別 会 計

歳　　　入 38,804,000 38,932,523 128,523 100.33%

歳　　　出 38,804,000 37,060,081 △ 1,743,919 95.51%

歳入歳出差引残額 1,872,442

総　合　計

歳　　　入 4,757,920,000 4,649,081,436 △ 108,838,564 97.71%

歳　　　出 4,757,920,000 4,200,135,022 △ 557,784,978 88.28%

歳入歳出差引残額 448,946,414
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令和元年度歳入歳出表  一般会計

村税
211,186,612 円

5.64％

村税
211,186,612 円

5.64％村債
418,878,000 円

11.18％

村債
418,878,000 円

11.18％

繰越金
316,997,991 円

8.46％

繰越金
316,997,991 円

8.46％

繰入金
226,137,561 円

6.03％

繰入金
226,137,561 円

6.03％

諸収入
43,596,830 円
1.16％

諸収入
43,596,830 円
1.16％

国庫支出金
262,712,331 円

7.01％

国庫支出金
262,712,331 円

7.01％

総務費
470,241,658 円

13.89％

総務費
470,241,658 円

13.89％

民生費
481,056,912 円

14.21％

民生費
481,056,912 円

14.21％

農林水産費
815,983,823 円

24.11％

農林水産費
815,983,823 円

24.11％

土木費
378,873,774 円

11.19％

土木費
378,873,774 円

11.19％

教育費
344,484,894 円

10.18％

教育費
344,484,894 円

10.18％

公債費
343,441,994 円

10.15％

公債費
343,441,994 円

10.15％

県支出金
558,511,504 円

14.90％

県支出金
558,511,504 円

14.90％

地方交付税
1,470,221,000 円

39.24％

地方交付税
1,470,221,000 円

39.24％

地方譲与税
55,578,003 円　1.48％
地方譲与税
55,578,003 円　1.48％
利子割交付金
73,000 円　0.00％
利子割交付金
73,000 円　0.00％
配当割交付金
307,000 円　0.01％
配当割交付金
307,000 円　0.01％
株式譲渡金
204,000 円　0.01％
株式譲渡金
204,000 円　0.01％

地方消費税交付金
37,081,000 円　0.99％
地方消費税交付金
37,081,000 円　0.99％

自動車取得税交付金
4,712,285 円　0.13％
自動車取得税交付金
4,712,285 円　0.13％
環境性能割交付金
1,175,000 円　0.03％
環境性能割交付金
1,175,000 円　0.03％
地方特例交付金
6,074,000 円　0.16％
地方特例交付金
6,074,000 円　0.16％

議会費
58,289,950 円　1.72％
議会費
58,289,950 円　1.72％

衛生費
167,902,822 円　4.96％
衛生費
167,902,822 円　4.96％

商工費
116,572,230 円
3.44％

商工費
116,572,230 円
3.44％

消防費
91,902,363 円
2.72％

消防費
91,902,363 円
2.72％

災害復旧費
116,061,713 円
3.43％

災害復旧費
116,061,713 円
3.43％

分担金及び負担金
37,311,981 円　1.00％
分担金及び負担金
37,311,981 円　1.00％

使用料及び手数料
31,274,285 円　0.83％
使用料及び手数料
31,274,285 円　0.83％

財産収入
35,190,189 円
0.94％

財産収入
35,190,189 円
0.94％

寄附金
29,969,000 円
0.80％

寄附金
29,969,000 円
0.80％

歳  出
3,384,812,133 円

歳  入
3,747,191,572 円
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一般会計補正予算　３億 8,650 万円 追加

　歳入歳出予算の総額に 3億 8,650 万円を追加し、総額を 41 億 5,400 万円とするもの。
　今回、国から新型コロナウイルス感染症対策で臨時交付金が 9,376 万円交付されたこと
により、事業費が大きく増加した。
　主に新型コロナウイルス感染症対策基金積立金 250 万円、ペーパレス会議・オンライン
会議に係るタブレット端末などの経費 719 万 6 千円、経済回復活性化事業 1,395 万円、岩
野保育所増築工事・保育所ＬＥＤ改修工事 2,696 万 8 千円、イベント開催のための農林業
生産施設（旧筍工場）改修費 360 万円、繁殖牛経営緊急対策事業補助金 385 万円、地域特
産物販売事業持続化給付金・補助金 695 万円、宿泊・食事クーポン事業補助金 800 万円、
体育施設及び大会等で使用する感染症予防対策備品（ＡＩサーモグラフィーカメラ・気化
熱冷風機など）1,666 万 8 千円、村道崩尾線道路災害復旧工事 2億 6,500 万円などの事業が
追加計上された。

令和２年度水上村
一般会計補正予算（第５号）

●

ペ
ー
パ
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

荒
嶽
晋　

議
員

職
員
・
議
員
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
納

入
時
期
は
。
中
国
で
の
工
場
生
産
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
い
る
と
い
う
話
も
あ
り
、

計
画
ど
お
り
の
納
入
は
厳
し
い
の
で

は
な
い
か
。

田
代
総
務
課
長

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
年
度
初
め
に
発
注

し
て
も
な
か
な
か
入
り
づ
ら
い
と
い

う
実
態
が
あ
る
。
機
種
の
選
定
に
も
よ

る
が
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
対
応
し

た
い
。

山
崎
隆
浩　

議
員

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
個
人
ア
カ
ウ
ン

ト
を
取
得
す
る
形
で
導
入
さ
れ
る
の

か
。

田
代
総
務
課
長

個
人
ア
カ
ウ
ン
ト
取
得
も
可
能
で
は

あ
る
が
、
詳
細
は
今
か
ら
煮
詰
め
て
い

く
。

行
政
か
ら
議
会
へ
の
貸
与
品
と
い
う
こ

と
で
、
個
人
使
用
や
個
人
管
理
に
な
ら

な
い
よ
う
、
導
入
事
例
で
も
個
人
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
。あ
く
ま
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
会
議
、

議
会
な
ど
の
目
的
で
使
用
す
べ
き
で
、

導
入
に
あ
た
っ
て
は
注
意
が
必
要
。

田
代
総
務
課
長

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
と
運
用
面
も
含

め
、ご
指
摘
い
た
だ
い
た
点
は
充
分
配

慮
し
な
が
ら
導
入
を
進
め
た
い
。

●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
係
る
宿

泊
・
食
事
ク
ー
ポ
ン
事
業
に
つ
い
て

荒
嶽
晋　

議
員

村
の
宿
泊
・
食
事
ク
ー
ポ
ン
事
業
補
助

金
に
お
い
て
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
者

は
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

こ
の
事
業
は
、
新
し
い
生
活
様
式
に
対

応
し
た
感
染
症
対
策
を
進
め
て
い
る
旅

館
・
民
宿
・
飲
食
店
を
応
援
す
る
取
り

組
み
で
、
観
光
協
会
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
開
始
時
期
、
対
象
者
、
対
象
地

域
な
ど
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
た
い
。

ー
主
な
質
疑
ー
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●
岩
野
保
育
所
の
増
築
に
つ
い
て

米
本
宗
徳　

議
員

増
築
は
い
つ
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
る
か
。

西
本
保
健
福
祉
課
長

予
算
成
立
後
速
や
か
に
設
計
業
務
に
入
り
、

年
内
に
着
工
す
る
予
定
。

保
育
所
は
長
期
休
暇
が
な
く
、子
ど
も
た
ち
が

い
る
期
間
に
工
事
が
あ
る
と
思
う
。絶
対
に
事

故
が
な
い
よ
う
に
注
意
を
お
願
い
し
た
い
。

●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
に

つ
い
て

那
須
良
策　

議
員

こ
の
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
利
子
補
給
を
５

年
で
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
制
度
資
金

以
外
に
も
５
年
以
上
の
長
い
返
済
が
あ
る
資

金
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
場
合
で
も
５
年
で

打
ち
切
り
と
い
う
こ
と
か
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
資
金
繰
り
を
対
象
と
し
て
お
り
、
国
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
利

子
補
給
期
間
と
同
じ
５
年
を
想
定
し
て
い
る
。

後期高齢者医療特別会計
　歳入歳出予算の総額に 16万 2,000
円を追加し、総額を 3,571 万 2,000 円とす
るもの。

令和２年度水上村後期高齢者
医療特別会計補正予算（第１号）

林業集落排水事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に 175万6,000
円を追加し、総額を 805万 6,000 円とする
もの。

令和２年度水上村林業集落排水
事業特別会計補正予算（第１号）

農業集落排水事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に284万8,000円
を追加し、総額を8,874万8,000円とするも
の。

令和２年度水上村農業集落排水
事業特別会計補正予算（第４号）

下水道事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に187万2,000円
を追加し、総額を3,727万2,000円とするも
の。

令和２年度水上村下水道事業
特別会計補正予算（第１号）

国民健康保険特別会計
　歳入歳出予算の総額に 115 万 1,000
円を追加し、総額を 3 億 2,225 万 3,000 円
とするもの。

令和２年度水上村国民健康保険特別
会計（事業勘定）補正予算（第２号）

介護保険特別会計
　歳入歳出予算の総額に 862 万
8,000円を追加し、総額を３億 7,863
万円とするもの。

令和２年度水上村介護保険
特別会計補正予算（第２号）
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避
難
所
の
確
保
と
収
容

人
数
は
。

田
代
総
務
課
長

　

指
定
避
難
所
は
10
か
所
あ

り
、
第
１
避
難
所
は
岩
野
公
民

館
、
湯
山
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

江
代
地
域
防
災
拠
点
施
設
と

な
っ
て
い
る
。
緊
急
指
定
避
難

所
は
各
地
区
の
公
民
館
で
、
防

災
マ
ッ
プ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。
収
容
人
数

に
つ
い
て
は
避
難
所
全
体
で

２
，９
８
０
人
対
応
可
能
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確
保
が
必
要
な

の
で
、
１
，５
０
０
人
程
度
と
考

え
て
い
る
。

公
共
施
設
以
外
の
施
設

の
活
用
、
例
え
ば
旅
館
、

民
間
の
事
業
所
な
ど
の
考
え

は
。

田
代
総
務
課
長

　

緊
急
福
祉
避
難
所
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
体
が
不
自
由
な
方
に

つ
い
て
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

৻⥸⾰໧

杉
野　

久
志
議
員

避
難
行
動
の
住
民
へ
の

周
知
は
。

田
代
総
務
課
長

　

基
本
的
に
は
防
災
無
線
に
よ

り
行
っ
て
お
り
、
避
難
勧
告
等

を
発
令
し
た
場
合
に
は
、
テ
レ

ビ
の
デ
ー
タ
放
送
、
ラ
ジ
オ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
エ
リ
ア

メ
ー
ル
、
防
災
情
報
ア
プ
リ
等

で
周
知
し
て
い
る
。
加
え
て
消

防
団
に
よ
る
広
報
、
声
か
け
等

も
行
っ
て
い
る
。

問

問問

答

答 答

村の現状！
今後の見通しは !!
避難所の
感染防止対策は

ム
桜
の
里
と
協
定
を
結
ん
で
い

る
。
指
定
避
難
所
以
外
の
公
共

施
設
と
し
て
は
石
倉
交
流
施
設

な
ど
が
あ
る
。

避
難
所
に
お
け
る
感
染

防
止
対
策
と
高
齢
者
や

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
の
健
康
管

理
は
。田

代
総
務
課
長

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
消
毒
、

入
室
時
の
検
温
、
定
期
的
な
換

気
、
体
が
不
自
由
な
方
に
つ
い

て
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
準
備

し
て
い
る
。
保
健
師
に
つ
い
て

は
、
心
身
の
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め

待
機
さ
せ
て
い
る
。

車
中
泊
な
ど
避
難
所
外

の
避
難
者
へ
の
対
応
は
。

田
代
総
務
課
長

　

駐
車
場
の
車
中
泊
は
定
期
的

に
窓
越
し
の
確
認
は
で
き
る

が
、
消
毒
や
検
温
は
行
っ
て
い

な
い
。

問問 答答 パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
消
毒
、

入
室
時
の
検
温
、
定
期
的
な
換

気
、
体
が
不
自
由
な
方
に
つ
い

て
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
準
備

し
て
い
る
。
保
健
師
に
つ
い
て

は
、
心
身
の
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め

待
機
さ
せ
て
い
る
。



�� ઎๺㧜ᐕ ��᦬   no.586ᐢႎ

害
等
問
題
点
の
洗
い
出
し
は
。

田
代
総
務
課
長

　

７
日
間
に
お
い
て
光
フ
ァ
イ

バ
ー
が
不
通
と
な
り
、
県
の
総

合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
通
信
衛
星
を
利
用
し

た
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
、
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
の
情
報
収
集
は
可
能
だ
っ

た
。
今
後
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の

被
災
に
よ
り
、
携
帯
電
話
も
含

め
情
報
が
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
す

る
の
を
懸
念
し
て
い
る
。

第
５
世
代
移
動
通
信
シ

ス
テ
ム
（
５
Ｇ
）
を
想

定
し
た
中
長
期
的
な
地
方
創
生

戦
略
が
必
要
と
考
え
る
が
検
討

は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

田
代
総
務
課
長

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組

み
は
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
」

構
想
に
よ
り
、
小
・
中
学
校
の

児
童
生
徒
に
一
人
一
台
パ
ソ
コ

ン
を
導
入
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
事

業
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ス

●IＣＴ（５Ｇ含む）を活用した、
　地方創生戦略の検討は
●IT関連企業の誘致の検討・
　進捗は

山
崎　

隆
浩
議
員

情
報
通
信
施
設
整
備
（
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
）

の
現
状
は
。

田
代
総
務
課
長

　

平
成
20
年
よ
り
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
敷
設
を
始
め
、
現
在

２
０
０
世
帯
22
・
９
％
が
利
用

さ
れ
て
い
る
。

７
月
豪
雨
で
は
情
報
通

信
に
つ
い
て
広
範
囲
で

不
通
と
な
り
、
情
報
収
集
や
連

絡
手
段
な
ど
様
々
な
障
害
が

発
生
し
た
。
本
村
の
通
信
障

問問

問

答

答

マ
ー
ト
農
業
で
は
、
気
象
状
況

の
発
信
体
制
整
備
と
し
て
、
気

象
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
予
定
し

て
い
る
。
包
括
協
定
を
結
ん
で

い
る
「
株
式
会
社
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｋ

Ｕ
」
と
今
後
の
進
展
、
最
新
の

情
報
ア
イ
デ
ア
等
地
方
創
生
に

生
か
し
て
い
き
た
い
。

水
上
村
総
合
計
画
で
は

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
等
の
誘

致
の
検
討
と
あ
る
が
、
進
捗
状

況
は
。川

俣
産
業
振
興
課
長

　

球
磨
郡
市
で
組
織
さ
れ
て
い

る
企
業
誘
致
連
絡
協
議
会
と
誘

致
活
動
を
し
て
い
る
。

本
村
に
企
業
誘
致
を
推

進
す
る
場
合
メ
リ
ッ
ト

が
な
け
れ
ば
難
し
い
と
考
え
る

が
、
税
制
等
の
優
遇
措
置
や
支

援
策
は
。川

俣
産
業
振
興
課
長

　

税
制
優
遇
措
置
に
つ
い
て

は
、
工
場
等
を
新
設
・
増
築
す

る
場
合
、
固
定
資
産
税
免
除
措

置
が
3
年
あ
る
。
支
援
策
は
、

熊
本
県
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
受
入
施
設
整
備
補
助
金
、

マ
ッ
チ
ン
グ
及
び
企
業
支
援
事

業
な
ど
が
あ
る
。

「
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
」
事
業
で
は
、

地
方
自
治
体
が
空
家
や
空
き
事

務
所
を
活
用
し
、
生
活
や
執
務

環
境
を
整
え
、
地
方
で
働
く
こ

と
を
体
験
し
な
が
ら
開
設
に
つ

な
げ
て
い
く
取
組
が
な
さ
れ
て

い
る
が
検
討
は
。

中
嶽
村
長

　

包
括
協
定
を
結
ん
で
い
る「
株

式
会
社
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
」や「
ソ
ラ

シ
ド
エ
ア
」と
情
報
発
信
体
制
を

す
す
め
、公
共
施
設
の
一
部
を
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
改
修
し
、お

試
し
や
移
住
定
住
な
ど
Ｉ
Ｔ
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
を

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

答 問問答

答 問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
、
地
方

創
生
戦
略
の
検
討
は

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
の
検

討
・
進
捗
は 包

括
協
定
を
結
ん
で

い
。

公
共
施
設
の
一
部
を
サ

生
か
し
て
い
き
た
い
。

い
る
「
株
式
会
社
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｋ

Ｕ
」
と
今
後
の
進
展
、
最
新
の

情
報
ア
イ
デ
ア
等
地
方
創
生
に

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
改
修
し
、お

試
し
や
移
住
定
住
な
ど
Ｉ
Ｔ
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
を

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

答
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感
染
症
対
策
と
し
て
行
動
計
画

を
作
成
し
て
い
る
。

個
人
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

し
た
場
合
、
そ
の
一
部

を
助
成
す
る
考
え
は
。

中
嶽
村
長

　

全
住
民
を
対
象
と
し
た
場

合
、
急
ぐ
検
査
が
遅
れ
た
り
、

検
査
機
関
の
仕
事
を
停
滞
さ
せ

る
原
因
に
な
る
の
で
は
。

７
月
、
８
月
に
合
宿
で

ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を

利
用
し
た
団
体
と
利
用
者
数
は
。

堤
田
教
育
課
長

　

７
月
は
実
業
団
だ
け
で
、
広

島
県
と
兵
庫
県
か
ら
24
名
、
８

月
は
中
学
生
が
鹿
児
島
県
か
ら

15
名
、
高
校
生
が
熊
本
県
内
で

70
名
、
鹿
児
島
県
か
ら
75
名
、

福
岡
県
か
ら
25
名
、
大
分
県
か

ら
16
名
、
宮
崎
県
か
ら
12
名
、

実
業
団
は
熊
本
県
内
で
10
名
の

合
計
２
２
３
名
と
な
っ
て
い
る
。

●合宿誘致に対する
　感染防止対策は
●職員間にトラブルがないか
　アンケート調査を

小
野　

賴
年
議
員

本
村
で
感
染
者
が
出
た
場

合
の
対
応
と
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

西
本
保
健
福
祉
課
長

　

感
染
の
疑
い
が
あ
る
方
へ
の

対
応
は
、
保
健
所
が
全
て
の
業

務
を
担
う
。
ま
ず
自
己
負
担
な

し
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
い
、
陽

性
の
場
合
に
は
指
定
の
医
療
機

関
へ
の
入
院
、
軽
症
や
無
症
状

の
方
は
指
定
の
宿
泊
施
設
や
自

宅
で
の
療
養
と
な
る
。
濃
厚
接

触
者
が
確
認
さ
れ
た
ら
同
じ
手

順
で
検
査
が
行
わ
れ
る
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
平
成
26
年
に
指
定

問

問問

答

答

県
外
か
ら
多
く
の
選
手

が
合
宿
に
来
て
い
た
だ

き
あ
り
が
た
い
が
、
合
宿
関
係

者
に
よ
っ
て
住
民
に
感
染
す
る

恐
れ
が
あ
る
状
況
で
の
合
宿
誘

致
は
如
何
な
も
の
か
。

中
嶽
村
長

　

旅
館
、
民
宿
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

団
体
そ
れ
ぞ
れ
が
直
接
宿
に
予

約
を
さ
れ
役
場
を
通
し
て
い
な

い
。
３
密
を
回
避
す
る
対
策
を

講
じ
て
指
導
者
が
引
率
し
て
来

る
の
で
あ
れ
ば
商
い
の
う
ち
だ

と
思
っ
て
い
る
。

成
尾
村
政
残
り
８
年
間

で
定
年
、
勧
奨
退
職
を

除
く
退
職
者
３
名
、
廣
瀬
村
政

４
年
間
で
２
名
、
中
嶽
村
政
５

年
４
ヶ
月
で
は
８
名
と
な
っ
て

い
る
が
、
多
い
と
思
わ
れ
な
い

か
。

中
嶽
村
長

　

人
数
に
つ
い
て
は
多
い
少
な

い
は
人
の
判
断
に
よ
る
と
思

う
。

職
員
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
あ
っ

て
い
な
い
か
。
ま
た
、
調
査
等

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

中
嶽
村
長

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
は
な
い
と

思
う
。ま
た
、調
査
は
行
っ
て
い

な
い
。若

い
職
員
が
辞
め
て
い

く
の
は
何
ら
か
の
原
因

が
あ
る
と
思
う
。
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
か

い
な
い
か
も
併
せ
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
さ
れ
る
意
志
が
あ
る

か
。

中
嶽
村
長

　

私
の
執
行
権
の
範
囲
で
考
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

答

問

答答答 問問

合
宿
誘
致
に
対
す
る
感
染
防

止
対
策
は

職
員
間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い

か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

問
３
密
を
回
避
す
る
対
策
を

私
の
執
行
権
の
範
囲
で
考
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

と
思
っ
て
い
る
。

講
じ
て
指
導
者
が
引
率
し
て
来

る
の
で
あ
れ
ば
商
い
の
う
ち
だ
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●７月豪雨の復旧対応は
●財政調整基金の
　積立計画は

被
害
額
６
億
８
千
万
円
、
合
計

28
ケ
所
で
９
億
４
千
万
円
。
な

お
、
治
山
関
係
に
つ
い
て
は
村

内
全
域
で
44
ケ
所
、
被
害
額

22
億
７
千
万
円
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
の
復
旧
対
応
に
つ

い
て
は
、
仮
工
事
な
ど
で
対
応

し
な
が
ら
早
期
完
了
を
目
指
す

よ
う
要
請
・
要
望
し
て
い
く
。

避
難
所
内
で
の
問
題
点

や
改
善
点
は
。

田
代
総
務
課
長

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と
い
う

こ
と
か
ら
間
隔
を
取
る
必
要
が

あ
り
、
通
常
の
半
数
し
か
避
難

所
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
、
村
内
全
部

で
５
ケ
所
の
避
難
所
を
設
け

た
。
今
後
も
、
現
在
の
避
難
所

に
隣
接
す
る
施
設
を
避
難
所
と

し
て
開
設
で
き
る
か
総
合
的
に

考
え
、
ま
た
職
員
の
体
制
に
つ

い
て
も
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

米
良　

哲
議
員

７
月
豪
雨
に
よ
り
、
本

村
で
も
国
及
び
県
管
轄

の
道
路
・
河
川
・
治
山
関
係
に

多
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る

と
思
う
が
、
被
害
件
数
、
被
害

状
況
、
被
害
額
を
把
握
し
て
あ

る
か
。
ま
た
、
被
災
し
た
箇
所

に
つ
い
て
は
、
二
次
災
害
、
住

民
の
生
活
環
境
な
ど
の
観
点
か

ら
早
急
な
復
旧
対
応
が
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
計
画
、
対
策
は
。

甲
斐
建
設
課
長

　

国
管
轄
で
は
被
害
は
な
い
が
、

県
管
轄
で
は
道
路
が
３
路
線
11

ケ
所
で
被
害
額
２
億
６
千
万

円
、
河
川
が
８
河
川
17
ケ
所
で

問

問

答

答

一
般
財
源
の
支
出
が
今

後
も
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
中
、
財
政
調
整
基
金

※１
の
使
途
及
び
積
立
な
ど
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

田
代
総
務
課
長

　

本
年
度
に
お
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
基
金
を
取
り
崩

し
て
い
な
い
。
た
だ
、
今
回
は

地
方
創
生
の
臨
時
交
付
金
事
業

と
し
て
事
業
が
増
え
た
た
め
、

こ
の
財
源
不
足
分
に
基
金
か
ら

２
，
５
０
０
万
円
取
り
崩
し
て

い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
安
定
し
て

い
る
状
況
。

中
嶽
村
長

財
政
調
整
基
金
及
び
減
債
基

金
※2
の
合
計
額
が
標
準
財
政
規

模
※3
の
50
％
を
割
っ
た
場
合
、

積
み
増
し
を
考
え
て
い
る
。

用
語
の
説
明

※
1　

財
政
調
整
基
金
・
・
・
決

算
剰
余
金
な
ど
を
積
み
立

て
、財
源
が
不
足
す
る
年
度

に
活
用
す
る
基
金

※
2　

減
災
基
金
・・・
村
債（
村

の
借
金
）の
償
還
に
必
要
な

財
源
に
充
て
る
た
め
の
基
金

※
3　

財
政
標
準
規
模
・
・
・
地

方
公
共
団
体
が
、合
理
的
な

水
準
で
行
政
を
行
う
た
め
の

標
準
的
な
一
般
財
源（
村
税
、

交
付
税
な
ど
村
が
自
由
に
使

え
る
財
源
）の
規
模

答答

７
月
豪
雨
の
復
旧
対
応
は

財
政
調
整
基
金
及
び
減
債
基

金
※2
の
合
計
額
が
標
準
財
政
規

模
※3
の
50
％
を
割
っ
た
場
合
、

積
み
増
し
を
考
え
て
い
る
。

仮
工
事
な
ど
で
対
応

し
な
が
ら
早
期
完
了
を
目
指
す

よ
う
要
請
・
要
望
し
て
い
く
。

問 財
政
調
整
基
金
の
積
立
計
画

は
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議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は 12月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで

議会活性化
特別委員会

傍聴しやすい議会に
～　傍聴者のための資料を準備　～

　第３回定例会では、議会の資料を傍聴席で閲覧できるよう、一般質問、条例改正や補正予算
等の議案、決算書などの資料を傍聴者向けに準備しました。
　これまでは、議会を傍聴しても資料が手元にないため、何が議場で議論されているかがわか
りにくかったのではないかと思います。せっかく足を運んでいただいた議場で、議論されてい
る内容がわからないと次も行ってみようという気持ちにならなかったのではないかとの自省の
念もあります。
　そして、何よりも住民のために議会が開かれているのだから、傍聴者である住民のために、
また、開かれた議会に向けた議会改革の一環として、傍聴者用資料を今後も備えていくことに
しました。
　特に、３月、６月、９月、12 月の定例会では一般質問が行われます。一般質問は事前通告制
になっていて、特定のテーマに関する見ごたえのある議論が特徴です。まずは一般質問の傍聴
から始めてみませんか？

議会活性化特別委員会　　　　　　　　　　
　　委員長　小野賴年・副委員長　山崎隆浩

議場の入口に置かれた傍聴者用資料



�� ઎๺㧜ᐕ ��᦬   no.586ᐢႎ

県議町村議会
議長会
議員研修

これからの防災のあり方は
～　大規模災害の教訓を生かす　～

　10 月２日、「熊本県町村議会議員研修会」が熊本県立劇場で開催された。講師には実践的防災・
危機管理の第一人者で知られる防災システム研究所 所長で防災・危機管理アドバイザーの山

やまむら

村
武
たけひこ

彦氏が招かれた。山村氏は、50 年以上にわたり、世界中で発生する災害の現地調査を実施さ
れており、７月豪雨災害時にも実際に現地入り。徹底的な現地分析に裏打ちされた聞きごたえ
のある講演であった。
　ひとは、都合の悪い情報を無視したり、自分に都合よく考えようとする「正常性バイアス」（写
真）なるものが働いているそうだ。「今夜、大規模地震が起きたら・・・。本当に今のままの備
えでよいのか自分自身に問いかけてみてください」との言葉にハッとさせられた。
　これから先、想定を大きく超えた７月豪雨災害の検証データが次々と明らかになるだろう。
川辺川ダム問題も再燃しているが、決着に何年かかるかわからない。来年も豪雨災害が起きた
ら・・・。ハザードマップの確認、自主的な避難、家庭内・地域内でできる防災、向こう三軒
両隣の近所付き合い・支え合いなど「自助・共助による防災意識」をもっと高める訓練が必要
だと再確認させられた。
　大規模災害の教訓をどう生かすのか、これからの防災はどうあるべきか、この視点を忘れる
ことなく必要な施策を提言できたらと思う。

メディアでも活躍される山村氏

編
集
後
記

　

今
年
の
夏
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
日
本
中
の
人
た
ち
が
楽
し
み

に
し
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
延
期
、
私
自
身
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド

か
ら
応
援
す
る
は
ず
だ
っ
た
甲
子
園
は
中
止
、

帰
省
客
で
賑
わ
う
夏
祭
り
、
夜
空
を
彩
る
花

火
大
会
も
中
止
に
な
り
、
唯
一
で
き
た
の
が
家

族
と
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
だ
け
で
し
た
。
多
く
の

人
々
が
大
変
残
念
で
、
い
ろ
ん
な
想
い
で
こ
の

夏
を
過
ご
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束

し
、
来
年
の
夏
、
今
年
で
き
な
か
っ
た
事
が
で

き
る
よ
う
、
そ
し
て
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
日
も

早
く
元
の
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

杉
野　

久
志

広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長

米
本　

宗
徳

　

副
委
員
長

山
崎　

隆
浩

　

委　
　

員

杉
野　

久
志

尾
前　

武
志

オリンピック会場の新国立競技場


